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1.SDGｓの概要

【持続可能な開発目標】
2015年採択、2030年の目標

〇2030年までに達成すべき具体的な目標
〇17のゴール・169のターゲット
⇒目標に向けた個人、企業(JAを含む)、政府・自治体の行動

【ミレニアム開発目標】
2000年採択、2015年の目標
〇8つの目標、21のターゲット、60の指標
〇貧困、飢餓、健康、多様性

【企業とSDGｓ】

①ビジネスチャンス
②CSR
③企業ブランド
④社会問題の解決

【JAの中期計画とSDGｓ】

中期計画でJAが取組む事項について17のゴールのど
の項目に貢献するかを明確化
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2.ESGの概要

SDGｓ 国連サミットで採択された、世界的に共通している取り組み目標

CRS 企業が担うべき社会的責任。法令遵守、自然環境の保護、従業員の労働環境の配慮、ステークホルダーへの
説明責任など

ESG 企業の成長に重要な「環境」「社会」「ガバナンス」の3つの視点をまとめたもの
〇環境：自然環境の保護に配慮
〇社会：多様な人が働ける体制を整える
〇ガバナンス：経営体制の健常化

【ESG投資】
企業がESGに取組み持続可能な成長がなされれば、継続的に
利益を確保することが可能になり、投資家も利益を受ける

【非財務情報】
投資判断のための非財務情報の開示
開示情報の保証

統合報告書



【気候変動の財務への影響】

気候変動が企業の損益にどのような影響を与えるか
⇒温暖化による農産物の作柄変動の影響
⇒炭素税の導入による企業への影響
⇒省エネ商品の拡大による収益の増加 4

3.東京証券取引所：ガバナンスコード

【2.株主以外のステークホルダーとの適切な協働】

「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）が国連サミットで採択
され、 気候関連財務情報開示タスクフォース（ＴＣＦＤ）
への賛同機関数が増加するなど、中長期的な企業価値の向上
に向け、サステナビリティ（ＥＳＧ要素を含む中長期的な持
続可能性）が重要な経営課題であるとの意識が高まっている。
こうした中、我が国企業においては、サステナビリティ課題
への 積極的・能動的な対応を一層進めていくことが重要で
ある。

【2-3】
気候変動 などの地球環境問題への配慮 、人権の尊重、従業員の健
康 ・労働環境への配慮や公正・適切な処遇 、取引先との公正・適正
な取引、自然災害等への 危機管理など、サステナビリティを巡る課題
への対応は、リスクの減少のみならず収益機会にもつながる重要な経
営課題であると認識し、中長期的な企業価値の向上の観点から、これ
らの課題に積極的・能動的に取り組む

【2-4】
上場会社は、女性・外国人・中途採用者の管理職への登用等、中核人材
の登用等における多様性の確保についての考え方と自主的かつ測定可能
な目標を示すとともに、その状況を開示すべき

【3.適切な情報開示と透明性の確保】

上場会社は、会社の財政状態・経営成績等の財務情報や、経営
戦略・経営課題、リスクやガバナンスに係る情報等の非財務情
報について、法令に基づく開示を適切に行うとともに、法令に
基づく開示以外の情報提供にも主体的に取り組む

【3-1】
○ 経営戦略の開示に当たって、自社のサステナビリティについての取組

みを適切に開示

○ 特に、プライム市場上場会社は、気候変動に係るリスク及び収益機会
が自社の事業活動や収益等に与える影響について、必要なデータの収
集と分析を行い、国際的に確立された開示の枠組みであるＴＣＦＤ
または それと同等の枠組みに基づく開示の質と量の充実を進めるべ
きである
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4.気候関連のリスクと機会(TCDF)

しなやかさ
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5.TCFDの開示内容

【TCFD】
Task Force on Climate-related Financial Disclosures（気候関連財務情報開示タスクフォース）
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6.CO2の排出量

温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン
(環境省、経済産業省 2022/3)
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7.農林中金の統合報告書

温室効果ガス
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8.JAにおけるCO2等排出量の測定と削減

2.CO2の削減手法の検討

Scope1、2：
〇太陽光発電の導入
〇省エネ装置への切替え
〇営業車の削減、電気自動車化 など
cope3：
〇有機肥料 テレワークなど

1.JAのCO2排出量の測定

① Scope1、Scope2の排出量の計算
⇒事務職場(電気、燃料)
⇒共同利用施設(電気、燃料)

② Scope3の排出量の計算
⇒生産資材などの生産に伴う排出量
⇒農産物の生産に伴う排出量
⇒物の移動、人の移動

3.削減目標の設定とPDCA

5.温室効果ガスの削減手法の検討

<みどり戦略>

〇化学肥料・農薬の削減
〇地産地消 など

4.地域農業のCO2、メタンなど排出量の測定

①排出量の計算

〇CO2：農業生産に要する電気、燃料
〇メタン：家畜の飼養、家畜の排せつ物の管理、

稲作、農業廃棄物の焼却
〇一酸化二窒素：家畜の排せつ物の管理、

耕地における肥料の使用、
耕地における農作物の残さの肥料としての使用

6.削減目標の設定とPDCA
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9.JAにおけるダイバーシティ

JAにおける女性の活用促進
【上場企業】
〇管理職、中核人材への登用など

【JA】
〇何を重点に取り組むか？

⇒女性理事、女性管理職、女性組合長
⇒女性が働きやすい職場環境


